
平成２７年９月３日 

ＮＨＫ広報局 

９月 会長定例記者会見要旨 

 

Ｑ．テレビ放送のインターネット同時配信の検証実験について 

Ａ．（籾井会長）テレビ放送のインターネット同時配信の試験的な提供を１０月

１９日から１１月１５日までの４週間、実施する。今年３月に公表した「平成２

７年度インターネットサービス実施計画」の中の「試験的提供Ｂ」で、インター

ネットサービスの改善・向上に向けた検証として行う。ＮＨＫ総合テレビの内容

をインターネットで朝７時から夜１１時までの１日１６時間以内で配信し、視聴

ニーズのほか、端末の動作や画質の状況、インターネットでの権利処理に関する

課題などを検証する。モニターは、ＮＨＫネットクラブなどを通じて１万人以内

を募集する予定。                  （詳細は報道資料参照） 

 

Ｑ．第４２回「日本賞」について                      

Ａ.（会長）１９６５年から始まった日本賞は、世界でも例のない教育コンテンツ

のみを対象にした国際コンクールで、今年は世界５５の国と地域から３３９の作

品が寄せられ、４５の作品が一次審査を通過した。最終結果は１０月２２日に発

表し、女優の木村佳乃さんの司会で授賞式を行う。また「日本賞」が開始から５

０年を迎えることを記念し、ＮＨＫ会長賞を教育コンテンツの発展に貢献してき

たアメリカ、イギリス、パキスタンの計３名の方に贈ることとした。アメリカ、

マサチューセッツ工科大学・メディアラボ所長の伊藤穰一さんを招いての関連イ

ベントも予定している。               （詳細は報道資料参照）  

 

Ｑ．「２７年度第２期の営業業績（確定値）」について 

Ａ．（会長）契約総数の増加は１９万３千件。前年度実績と比べると、ここまで４

か月間の増加数は少なくなっているが、第２期は前年を８千件上回った。年度の

３分の１が経過したところで、年間計画５１万件に対し進捗率は３７．８％。衛

星契約の増加は３０万２千件で、年間計画６０万件に対する進捗率は５０．４％

となり堅調に推移している。             （詳細は報道資料参照） 

 

 

 

 

 



Ｑ．「ＮＨＫ地域づくりアーカイブス」について                

Ａ. （堂元副会長）これまでＮＨＫが全国で取材し、番組にしてきた地域づくり

の取り組みを再編集して、インターネットのホームページで紹介するもの。数十

万人の観光客誘致に成功した商店街の取り組み、地域の孤独死を防ぐため８００

０人のボランティアが立ち上がった街など、多くの事例をそろえ１０月にスター

トする。地域社会がさまざまな課題を抱える中、地域のお役に立てればと思って

いる。                       （詳細は報道資料参照）  

 

Ｑ．総合スポーツイベント「Ｎスポ！２０１５」について           

Ａ. （副会長）１０月１０日と１１日の２日間、東京・渋谷のＮＨＫ放送センタ

ーで開催する。東京オリンピック・パラリンピックへ向けてスポーツへの関心が

高まる中、幅広い世代の方々に楽しんでいただこうと初めて企画した。ＢＳ１の

「チャリダー★」などの公開収録やラジオの公開生放送、北京五輪メダリストに

よるスポーツ教室など様々なプログラムがある。                       

（詳細はhttp://pid.nhk.or.jp/event/を参照）  

 

Ｑ．ＮＨＫが放送した戦後７０年の特集番組について 

Ａ. （会長）全般的にかなりのボリュームの放送が行われた。戦後７０年という

ことで、戦争の悲惨さなどについて徹底して放送していたと思う。戦争体験者や

被爆経験者たちが相当、年をめされてきている中で、戦争体験の記憶を一生懸命、

記録として残そうというのが姿勢として強く感じられたと思う。 

 

Ｑ．ネットフリックスの日本でのサービス開始について 

Ａ. （会長）我々もオンデマンドをやっているので、ＮＨＫというよりは、日本

全体のテレビの見方にどのような影響があるのか非常に興味深い。お互いにどう

いうことができるのか、今後、見極めたい。 

 

                             （以上） 
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